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CRT 栃木放送『開倫塾の時間』林明夫の歩きながら考える 2024 年 3 月 30 日(土)放送内容資料

3 月 29 日(金)9:00 からスタジオ CRT で収録

今日は、2023年度(2023年4月1日～2024年3月31日)という１つの年度の最後の放送なので、

ためになる本を御紹介いたします。

開倫塾

塾長 林 明夫

１．１冊目は、セネカという人が書き著した

(１)「人生(生活、生涯、生、生命)の短さ」(岩波文庫)です。今からおよそ 2000 年前紀元前 48
～ 55 年に書かれた本です。人生が短いと感じる人は、無為(なすべきことをしない人で安閑

にボーとすごしている人」ならば「用いられる限りのすべての時間をことごとく自分自身がよ

く生きいるために当てよ」「人生は短くない」このような人にとっては「時間は十分にある」

といえる。

(２)ではどうしたらよいか。たとえば、学匠(学問の師匠)の書「古典」、をよく読むことだ。古

典をよく読めば毎日親しい友達のように、門をたたけばどんな者も手ぶらで自分のもとを去ら

せない。夜であれ、昼であれどんな人間にも会ってもらえる。

〇これらの学匠は、「古典」を通じて自分たちの年月(時間をかけて考えぬいた、つまり様々

な考えや経験)を君たちにつけ加えてくれる。

〇「古典」は君の年月を使い減らすことはしない。

〇「古典」は君のほしいものは何でも彼らから持ち出せる、汲みだせる。「古典」を読むこと
く

によって彼らのもとにおもむいて、「子分」つまり、「弟子」になった者には何たる幸福が、

また何たる美しい老後が待っているか。

〇「古典」を通じて彼らを友とする者は、大小様々な問題について一緒に考え、一身上のこと

について、毎日助言を求め真実を聞き正しても軽蔑されることなくお世辞は抜きでほめても

らい彼らを真似て自己実現することができる。
まね

〇「古典」から学ぼうそして人生を充実させ心おだやかな幸福な人生を送ろう

これがセネカのメッセージだと考えます。

２．古典には様々なものがあります

(１)中国の古典には、「論語」「孟子」「大学」「中庸」「荘子」「老子」「貞観政要」「孫子」

(２)日本の古典には万葉集、竹取物語、古今和歌集、伊勢物語、和漢朗詠集「源氏物語」「枕草

子」「徒然草」「方丈記」「小倉百人一首」「太平記」、「風姿花伝」「奥の細道」「おらが春」「坊
おぐら

ちゃん」

(３)欧米の古典には「ハムレット(シェイクスピア)」「ドン・キホーテ(セルバンテス）」「ファ

ウスト(ゲーテ)」「赤と黒(スタンダール)」「谷間の百合(バルザック)」「ボヴァリー夫人(フ
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ローベル)」「車輪の下(ヘッセ)」「狭き門(ジット)」

３．人生について考えるのであれば内村鑑三の「後世への最大遺物・デンマルク国の話」(岩波文

庫)をおすすめします。「お金」「事業(仕事)」「作品」「生き方」「代表的日本人」(岩波文庫)５

人、西郷隆盛、二宮尊徳、上杉鷹山、中江藤樹、日蓮上人について紹介

４．伝記は

(１)スマホの好きな人は「スティーブ・ジョブズ」

(２)「福沢諭吉」の「福翁自伝」がおすすめです。

古典に親しみ「よく生きれば人生は十分に長い」「心の平静」「幸福な人生」を目指しましょう。


